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年
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十
七
日 



 

今
般
、
先
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
「
経
済
危
機
対
策
」
を
受
け
て
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、

特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
補

正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

（
最
近
の
経
済
金
融
情
勢
と
「
経
済
危
機
対
策
」
） 

ま
ず
、
最
近
の
経
済
金
融
情
勢
と
、
「
経
済
危
機
対
策
」
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

昨
年
夏
以
降
の
経
済
金
融
情
勢
の
悪
化
に
対
し
、
政
府
は
、
財
政
措
置
十
二
兆
円
を
含
む
総
額
七
十
五
兆
円

規
模
と
な
る
累
次
の
経
済
対
策
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
を
速
や
か
に
執
行
し
、

景
気
回
復
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
を
と
り
ま
と
め
た
昨
年
末
以
降
も
、
我
が
国
の
景
気
は
急
速
な
悪

化
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
世
界
的
な
景
気
後
退
を
背
景
に
輸
出
や
生
産
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
と
も
に
、
雇
用

情
勢
も
急
速
に
悪
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
資
金
繰
り
な
ど
金
融
環
境
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

我
が
国
は
ま
さ
に
「
経
済
危
機
」
と
も
言
え
る
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

 



 

他
方
、
将
来
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
低
炭
素
社
会
の
構
築
と
い
っ
た

構
造
的
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
外
需
依
存
か
ら
内
需
主
導
に
よ
る
成
長
へ
と
経
済
の
体
質
転
換
を
進

め
つ
つ
、
こ
う
し
た
課
題
に
も
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
金
融
情
勢
の
中
、
財
政
政
策
が
成
長
や
雇
用
の
下
支
え
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る

こ
と
は
国
際
社
会
の
共
通
の
認
識
で
あ
り
、
四
月
二
日
の
金
融
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
成
長
や
雇
用
等
を
回
復

す
る
た
め
、
必
要
な
規
模
の
継
続
し
た
財
政
努
力
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
経
済
金
融
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
四
月
十
日
、
政
府
は
、「
経
済
危
機
対
策
」
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

本
対
策
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
景
気
の
底
割
れ
を
回
避
す
る
た
め
、
雇
用
調
整
助
成
金
を
拡
充
す
る
な
ど

緊
急
雇
用
対
策
の
拡
充
・
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、
保
証
・
貸
付
枠
の
拡
大
な
ど
企
業
の
資
金
繰
り
円
滑
化
等

に
つ
い
て
万
全
の
措
置
を
講
じ
、
あ
わ
せ
て
公
共
事
業
等
の
前
倒
し
執
行
を
行
い
ま
す
。 

第
二
に
、
中
長
期
的
な
成
長
を
図
る
た
め
、
三
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
施
策
を
実

行
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
「
低
炭
素
革
命
」
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
や
環
境
対
応
車
・
グ
リ
ー
ン
家
電
の
普
及
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
「
健
康
長
寿
・
子
育
て
」
と
し
て
、
地
域
医
療
の
再
生
や
介
護
機
能
の
強
化
等
に

重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
安
心
こ
ど
も
基
金
の
拡
充
等
に
よ
り
子
育
て
支
援
の
強
化
等
を
行
い
ま
す
。



 

あ
わ
せ
て
、
「
底
力
発
揮
・
二
十
一
世
紀
型
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
と
し
て
、
農
地
の
有
効
利
用
等
に
よ
り
食
料
自
給

力
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
土
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
結
合
や
港
湾
・
空
港
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
に

よ
り
、
地
域
間
の
連
携
や
競
争
力
を
強
化
い
た
し
ま
す
。 

第
三
に
、
国
民
の
皆
様
に
安
心
と
活
力
を
も
た
ら
す
た
め
、
防
災
・
安
全
対
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
地
域
に
お
け
る
公
共
投
資
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地
域
活
性

化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」
を
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
事
業
を
積
極
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
交
付
い
た
し
ま
す
。 

第
四
に
、
需
要
不
足
に
対
処
す
る
観
点
か
ら
、
住
宅
取
得
の
た
め
の
時
限
的
な
贈
与
税
の
軽
減
な
ど
、
税
制

上
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。 

本
対
策
の
と
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
の
下
支
え
に
必
要
な
施
策
や
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る
施
策

な
ど
を
厳
選
い
た
し
ま
し
た
。
優
先
順
位
を
明
ら
か
に
し
て
果
断
な
実
施
を
図
る
こ
と
で
、
民
需
の
自
律
的
回

復
を
促
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
取
組
を
行
う
一
方
で
、
中
期
の
財
政
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
経

済
情
勢
の
急
激
な
変
化
や
累
次
の
経
済
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
措
置
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
財
政
規
律
の
維
持

や
持
続
可
能
な
社
会
保
障
構
築
と
そ
の
安
定
財
源
確
保
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 



 

（
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
の
大
要
） 

次
に
、
今
般
提
出
い
た
し
ま
し
た
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
の

大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
「
経
済
危
機
対
策
」
関
連
と
し
て
、
「
雇
用
対
策
」
に
つ
い
て
一
兆
二
千
六
百

九
十
八
億
円
、
「
金
融
対
策
」
に
つ
い
て
二
兆
九
千
六
百
五
十
九
億
円
、
「
低
炭
素
革
命
」
に
つ
い
て
一
兆
五
千

七
百
七
十
五
億
円
、
「
健
康
長
寿
・
子
育
て
」
に
つ
い
て
二
兆
二
百
二
十
一
億
円
、
「
底
力
発
揮
・
二
十
一
世
紀

型
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
に
つ
い
て
二
兆
五
千
七
百
七
十
五
億
円
、「
地
域
活
性
化
等
」
に
つ
い
て
千
九
百
八
十
一
億

円
、
「
安
全
・
安
心
確
保
等
」
に
つ
い
て
一
兆
七
千
八
十
九
億
円
、
「
地
方
公
共
団
体
へ
の
配
慮
」
に
つ
い
て
二

兆
三
千
七
百
九
十
億
円
、
合
計
十
四
兆
六
千
九
百
八
十
七
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
国
債
整

理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
を
計
上
す
る
一
方
、
経
済
緊
急
対
応
予
備
費
の
減
額
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

他
方
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
財
政
融
資
資
金
勘
定
か
ら
三
兆
千
億
円
を
受
け
入
れ

る
な
ど
に
よ
り
、
三
兆
千
六
十
六
億
円
の
そ
の
他
収
入
の
増
加
を
見
込
む
他
、
七
兆
三
千
三
百
二
十
億
円
の
建

設
公
債
の
発
行
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 



 

以
上
に
よ
っ
て
な
お
不
足
す
る
歳
入
に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得
ざ
る
措
置
と
し
て
三
兆
四
千
八
百
七
十
億
円

の
特
例
公
債
の
追
加
発
行
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
措
置
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
の
公
債

発
行
額
は
四
十
四
兆
千
百
三
十
億
円
と
な
り
、
公
債
依
存
度
は
四
十
三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
当
初
予
算
に
対
し
歳
入

歳
出
と
も
十
三
兆
九
千
二
百
五
十
六
億
円
増
加
し
、
百
二
兆
四
千
七
百
三
十
六
億
円
と
な
り
ま
す
。 

以
上
の
一
般
会
計
補
正
等
に
関
連
し
て
、
特
別
会
計
予
算
及
び
政
府
関
係
機
関
予
算
に
つ
い
て
も
所
要
の
補

正
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
補
正
予
算
に
お
い
て
七
兆
八
千

四
百
二
十
三
億
円
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
「
経
済
危
機
対
策
」
に
関
連
し
て
、
「
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
ほ
か
一
件
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
「
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
ほ
か
三

件
も
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い

た
し
ま
し
た
。
関
連
法
案
と
と
も
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 


